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現場の状況を素早くキャッチ 新たな通信指令センター始動

始めませんか ウオーキング

農作業をお手伝い 援農かっせ隊
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119 番通報をしたら

どのような状態ですか？

最後にあなたのお名前、電話番号は？

町名、番地をはっきりと、部屋番号も

「○○町○丁目○番○号○○ビル○号室」です。

携帯電話では違う地域につながることがあ
りますので、携帯電話での通報であること
を伝え、必ず現在地や付近の目標となる建
物などを知らせてください。

具体的にはっきりと

救急ですか？火事ですか？〈慌てず、落ち着いて〉

場所はどこですか？

救急車の正しい利用を！ センターの主な機能
　救急車は命に関わるような重い病気やけがの
人を、一刻も早く病院へ搬送するために利用す
るものです。
　病院まで自力で行けるような人が救急車を利
用すると、重症や危篤状態の人の搬送に支障を
きたします。
　正しい救急車の利用を心掛けてください。

　迅速に通報できるよう、普段からファクスの
近くに住所（建物名称や部屋番号）、氏名などを
記入した用紙を準備しておくことが大切です。
できるだけ具体的に記載してください。

ファクスから119番通報ができます

局番なし
119番 送信ボタン

聴覚・言語障がいのある人へ

救急です 救助です 火事です

例：70 歳の父が急に倒れ、返事をしません。
例：�交通事故で車内に 2人閉じ込められてい
ます。

例：家の 2階が燃えています。

＊意識は・呼吸は ?

＊建物か・車両か・山林か ?

※�住所が分からない場合は、最寄りの建物や交
差点など目印になるものを伝えてください。

　市内各署に新たに配備し
たタブレット端末で、災害
現場の映像・音声をリアル
タイムで通信指令センター
に送信。その様子を通信指
令センターの大型マルチモ
ニターに表示し、迅速な災
害対応を図ります。

　通信指令センター
との通信手段をデジ
タル無線に変更したこ
とで、強固で安定した
通信手段を確保。第三
者による傍受を遮り、
通報者などのプライバ
シーを守ります。

新

お問い合わせ　消防局通信指令課　☎532-2187

　地震などで非常用電源が
万が一停止した場合でも、
119番通報が受けられる装
置を県内で初めて採用。
　非常用電源は、津波を想
定して、消防庁舎の屋上（高
さ約14ｍ）に設置しまし
た。

　市内３カ所（横尾、永興、佐賀
関）のネットワークカメラで365
日、市内の様子を大型マルチモニ
ターに映し出すことができます。
　今回、新たに佐賀関に設置し
たカメラは豊後水道の海面を確
認することができ、津波が起きた
際にいち早く状況把握できます。

どんな時でもつながる119番

高所カメラで見守る

タブレット端末で瞬時に送信

デジタル無線で安定通信
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　一秒でも早く現場へ駆け付け、消火や救急、救助活動が行えるよう
最新鋭の防災機器を備えた高機能通信指令システムとデジタル無線を
導入しました。今回は、新センターの概要を紹介します。

　
市
消
防
局
で
は
、消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

移
行
に
併
せ
て
、１
１
９
番
を
受
け
る
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、消
防
庁

舎（
舞
鶴
町
）の
北
側
の
新
庁
舎
に
設
置
さ

れ
、消
防
車
と
救
急
車
の
出
動
指
令
を
一
元

的
に
把
握
す
る
な
ど
、消
防
機
能
を
強
化
し

ま
し
た
。

　
火
災
や
救
急
な
ど
の
現
場
で
は
、迅
速
な

初
動
対
応
が
重
要
と
な
り
ま
す
。従
来
の
３

倍
と
な
る
大
型
マ
ル
チ
モ
ニ
タ
ー（
55
イ
ン

チ
画
面
を
12
面
配
置
）で
は
、出
動
状
況
だ

け
で
な
く
、気
象
情
報
や
高
所
カ
メ
ラ
の
映

像
が
同
時
に
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、災
害
の
規
模
や
内
容
に
応
じ
て
最

も
近
い
消
防
車
や
救
急
車
を
自
動
的
に
選
別

し
、い
ち
早
く
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
大
分
市
は
、南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨

大
地
震
や
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
高
所

カ
メ
ラ
で
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
映
像
が
確
認
で

き
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
現
場
に
お
い
て
、隊
員
に
的

確
な
指
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ち
早
く
現
場
へ

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

大型マルチモニター
消防車や救急車の出動状況、市内の映像が
同時に確認できます。

現場の状況を素早くキャッチ
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新たな通信指令センター始動



お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2562
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目線は遠くに。
あごは引く

腕は前後に
大きく振る

かかとから着地し、体重を親指のつけ根
へと移動。つま先で大地をしっかりキック

背筋を伸ば
して胸を張る

肩の力を抜く

ひざを伸ばす

歩幅はでき
るだけ広く。スピ
ードはおしゃべり
ができる程度に

腰の回転を
意識する

服装は
・�気候に合っていて、通気性・速乾性
のある動きやすい服を
・日差しが強い時は帽子を
・歩数計と時計があると便利
・�両手は空ける（荷物はリュックや
ウエストポーチなどに）

安全に行うために
・�水分補給はこまめに
・�準備運動と運動後の整理
運動はしっかりと
・�体調に合わせて無理せず
�※�体調に不安のある人は、
事前に医師に相談を

つま先に十分
な余裕がある

かかとの部分がしっかり
包まれていて、底が厚い

靴底にクッション
性・柔軟性がある

素材は負担にならない程度の
軽さで安定感がある

中敷きが土踏まず
にフィットしている

始める前にチェック

靴選びのポイント

　健康のために運動したいけど、仕事や家事などで時
間がない。
　そんなときお勧めなのが、自分の予定に合わせて気
軽にできるウオーキングです。
　新緑が美しい季節。歩くことから健康づくりを始め
てみませんか。

正しい
歩き方で

効果をアップ！

市
民
の
１
日
の
歩
数
は
少
な
い
？

　
実
は
、
大
分
市
民
の
１
日
の
平
均

歩
数
は
、全
国
の
平
均
に
比
べ
て
、約

１
、０
０
０
歩
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

　
し
か
し
、歩
く
こ
と
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
あ
る
ん
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、特
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
改
善
に
役
立
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。期
待
で
き
る
効
果
は
、

・肥
満
の
解
消

・高
血
圧
、糖
尿
病
の
予
防

・心
臓
や
肺
の
働
き
が
良
く
な
る

・骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

・筋
力
が
向
上
、正
し
い
姿
勢
の
維
持
に
も

・ス
ト
レ
ス
や
不
安
な
ど
の
軽
減

・快
眠
に
つ
な
が
る

な
ど
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
せ
ら
ず
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま

ず
は
、１
日
10
分
、１
、０
０
０
歩
増
や
す

こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

　
　
体
に
も
心
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

＊�24年度の国民健康栄養調査、大分市民生
活習慣実態調査
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市民約8,000人が
３カ月間ウオーキング
にチャレンジ

　市では、26年９月から３カ月間、希
望する市民がウオーキングに挑戦す
る「いきいき健康チャレンジウオー
キング」を行いました。

一般参加者の主なアンケート結果
(回答者：3,439人)

体重の変化　約４割の人が減少
感想 �・�歩数の記録が楽しみになった
　　　・姿勢が良くなった
　　　・血圧が下がった
　　　・よく眠れるようになった
　　　・足腰が強くなった　　など

モニターの主な結果
　医学的な効果を検証するためのモ
ニター189人には、次のような効果が
ありました。
体重減少の平均値 　2.6kg減少
血液検査の結果 �
・ＬＤＬ（悪玉コレステロール）が減少
・空腹時血糖値が減少

※�いきいき健康チャレンジウオーキングの結果は市
ホームページでご覧になれます。
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　　楽しむ

・�景色を眺めながら歩き、四
季の移り変わりやまちの
変化を楽しむ
・一緒に歩く仲間を作る
・�いろいろなコースにチャ
レンジしてみる

　　 夜は
・�適度な運動で、ストレスの
解消や快眠に
・�激しい運動は避け、最後に
ゆったりとしたストレッ
チを
・�屋外では、反射材など安全
対策を忘れずに

　　　生活に一工夫

・�エレベーターでなく階段
を利用する
・�車に乗らずに歩く機会を
増やす
・�目的の駅やバス停の一つ
手前で降りて歩いてみる

　　　目標を立てて
　　　やる気をアップ
・�「先週はここまで行ったけれ
ど、今日はあそこまで」「これま
では30分かかったけど、今日は
25分で」など、小さな目標を立
ててみる
・�歩数計で毎日の歩数を数えて、
達成感を味わう

食前・食後の
ウオーキングは
　運動直後は消化しにくく
なっているので、少し休んでか
らの食事を。また、食後すぐの
運動は食べ物の消化の妨げに
なるので、１時間程度空けてか
ら行いましょう。

続
け
る
た
め
の

　
　
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
健
康
づ
く
り
に
は
１
日
８
、０
０
０
歩
か
ら
１
万
歩

が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、無
理
を
す
る
と
長
続

き
し
ま
せ
ん
。自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

続けやすい時間帯で、歩く時間を少しずつ増やす　― 朝・昼・夜のウオーキング豆知識 ―

1 3

4

2

♪♪

　　 朝は
・�起床後は脱水症状に近い
ため、水分補給や少量の糖
分（あめ玉など）補給を
・�準備運動を丁寧に行い、激
しい運動や長時間の運動
は避ける
・脳の働きが活発になる

　　 昼は
・�エネルギー代謝や心肺機
能、ホルモン分泌が活発な
ので、運動に適している
・�昼休みなど短時間でも続
けることで効果が期待で
きる
・�熱中症や紫外線対策を



お問い合わせ　国保年金課　☎537-7175 お問い合わせ　長寿福祉課　☎537-5746

一日人間ドック・脳ドック
を受診しませんか

出張します
「お口の健康教室」受講団体

お問い合わせ　保健所衛生課　☎536-2567

犬、猫
の引き取り
　飼えなくなった犬や猫は、まず新たな
飼い主を探すようお願いします。そのう
えでどうしても新たな飼い主が見つか
らなかった場合には、保健所で犬、猫を
引き取ります。
　引き取りを希望する人は、必ず事前に
保健所衛生課に連絡してください。

犬、猫 犬のみ 猫のみ

日時
月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
午前９時～正午、
午後１時～４時

月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～11時

原則として隔週の木曜日
午後２時～３時
※�５月は14日㈭と28日㈭、６月は
11日㈭と25日㈭に行います。

場所 県動物管理所
（大字小野鶴1967番地）

鶴崎支所、坂ノ市支所、
大南支所、佐賀関支所 鶴崎公民館駐車場

料　金
（手数料）

飼い主のいる犬
犬鑑札、注射済票がある場合
は持参してください

飼い主のいる猫 飼い主の
いない犬、猫

生後91日以上 2,050円／匹 1,550円／匹
無料

生後91日未満 410円／匹 310円／匹

一日人間ドック
料　　金 ▼14,820円
定　　員 ▼800人（先着順）
受診場所 ▼県地域成人病検診センター（大字宮崎）
　　　　　大分労働衛生管理センター（高城南町）

一日脳ドック
料　　金 ▼17,170円
定　　員 ▼250人（先着順）
受診場所 ▼県地域成人病検診センター（大字宮崎）

日　時 ▼月～金曜日（祝日を除く)
　　　　午前10時～午後3時
　　　　（1時間～1時間30分程度)
対　象 ▼ �おおむね65歳以上の市民で構成された5

人以上の団体
内　容 ▼ �お口の健康を保つための講話・体操など
申込み ▼ �直接または電話で、長寿福祉課（第２庁舎

２階）へ。

　年齢を重ねるにつれ、食べ物をかみにくくなっ
たり、飲み込みにくくなったりと、口の機能はだん
だんと衰えてきます。
　口の健康はいきいきとした生活を送るためにも
必要で、日ごろからの
手入れが大切です。
　市では、希望する団
体に歯科衛生士が出向
いて「お口の健康教室」
を行っています。ぜひ、
ご利用ください。

子犬、子猫
の譲渡会
　子犬、子猫を家族の一員として、終生
責任を持って迎え入れることのできる
人の参加をお待ちしています。
　子犬、子猫の譲渡を受ける人は、飼い
主としての心構えや飼い方についての
講習を受けていただきます。

無　料

子犬 子猫

日時

原則として毎月２回（第２火曜日と最終火曜日）
※�５月は10日㈰と26日㈫、６月は９日㈫
と23日㈫に行います。

原則として毎月１回（第３火曜日）
※�５月は10日㈰と19日㈫、６月は
２日㈫と16日㈫に行います。

受付、子犬・子猫との対面…午後０時30分～
事前講習……………………午後１時～
譲渡会（子犬、子猫の決定）…午後２時～３時（希望者が重なった場合は抽せん）
※日曜日の開催は時間が異なります。

会場 県動物管理所（大字小野鶴1967番地）　☎541-2965

参加
方法

開催日の前日（土・日曜日、祝日の場合は、その前の平日）までに、保健所
衛生課で譲渡会に参加できるか面接で審査を受け、犬・猫の譲渡申請書と誓
約書を提出してください。審査を受けないと譲渡会に参加できません。

※詳しくは、保健所衛生課にお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

対　象 ▼  市の国民健康保険に１年以上継続加入し、国保税完納世
帯の人で、平成27年４月１日現在満34歳から74歳まで
の人（昭和15年４月２日～昭和56年４月１日生まれの人）

その他 ▼※人間ドックと脳ドック両方の申し込みはできません。
　　　　�※人間ドックまたは脳ドックを受診する人は特定健診の

受診はできません。
申込み ▼  ５月20日㈬から国民健康保険被保険者証と特定健康診

査受診券（40歳～74歳の人・桃色の券）を持参し、国保年
金課（本庁舎２階③番窓口）または各支所、明野出張所、本
神崎・一尺屋連絡所へ。

　　　　�※27年度中に75歳になる人で、誕生日以降に申し込みをす
る人は、『後期高齢者医療被保険者証』をご持参ください。

犬の飼い主または飼い主の住所が変わったときなどは、保健所衛生課に届け出が必要です。

お知らせ
募 集

無 料
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生活の不安や心配ごとは

自立生活支援
センター

市政や個人の生活に関することは

市民相談室

お問い合わせ　生活福祉課　☎537-5667

相談はこちらへ ▼市自立生活支援センター
【ホルトホール大分４階（市社会福祉協議会内）】
☎547-8319　 547-9583
月～土曜日　午前９時～午後６時　※第２・４月曜日
（祝日の場合は翌日）、祝日、年末年始は除く

　市民相談室では、各種相談に応じるとともに、関係機関
などの案内も行っています。
　秘密は厳守しますので、安心してご利用ください。

高齢者の暮らしや福祉に関
する相談

行政書士による遺言、相続、
成年後見、農地転用、公正証
書の作成などに関する相談

毎月第1・3金曜日
午後1時～4時

行政書士

弁護士による金銭貸借、相続、
離婚など暮らしの中の法律相談
※事前に市民相談室へご連絡
ください。

毎月第1・3木曜日、
第2水曜日、第4火曜日
午後1時～3時

法　律
★予約制です

お問い合わせ
市民相談室（本庁舎2階）
☎537-5726

司法書士による相続、登記、
成年後見などに関する相談、
借金など簡易裁判所管轄の
少額訴訟に関する法律相談
※相談日の午前8時30分から整
理カード交付

毎月第2・4木曜日
午後1時～4時

登記および法律

宅地建物の売買、借家でのも
め事などに関する相談

毎月第2・3・4月曜日
午後1時～4時

宅地建物取引

マンション管理に関する相談

毎月第3木曜日
午後1時～3時

マンション管理

市政に関する要望や意見、専
門相談への案内など

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時

市　政

国や独立行政法人、特殊法人
が行う仕事に関する要望や
意見など

毎月第1月曜日
午前10時～正午

行　政

交通事故に関する相談（加害
者、被害者を問いません）
※月･木曜日以外は、事前に市民
相談室へご連絡ください。

毎週月・木曜日
午前9時～午後4時30分

交通事故

税理士による所得税、相続税、
贈与税など税に関する相談
※相談日の午前8時30分から整
理カード交付

毎月第2・4木曜日
午後1時～4時

税　務

毎週火曜日
午前9時～正午

高齢者
知的障がい、聴覚障がい、精神
障がいがある人に関する相談
に応じています。相談日･時間
は、市民相談室へお問い合わ
せください。

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時

その他

　市自立生活支援センターでは、市内居住の生活
困窮者（生活保護受給者は除く）を対象に、専門の
支援員が相談に応じます。
　相談後は、支援員と一緒に自立に向けた目標を
作り、継続的に支援します。一人で悩みを抱え込ま
ずに、まずはご相談ください。

こんな心配ありませんか？
・収入より借金が多い
・なかなか仕事が見つからない
・家族が引きこもっている
・家賃が払えず家を出なければならない　など

家計相談支援事業
　�家計の見直し相談や、家計収支のバランスに関するアドバイ
ス、債務整理などの支援を行います。

就労準備支援事業※
　�日常生活のリズムを整えるためのアドバイスや、履歴書の書き方
・面接の指導など、仕事に就きたい人に応じた支援を行います。

住居確保給付金※
　�離職などにより経済的に困窮し、住宅を失った、または失う
おそれがある人を対象に、期限付きで賃貸住宅などの家賃相
当額を支給し、再就職に向けた支援を行います。

▪そのほか、必要に応じてハローワークや関係機関、各種制度
による支援を行います。

※支援・給付には条件があります。詳しくは、市自立生活支援セン
ターへお問い合わせください。

相談者一人ひとりをサポート

どうしよう…。どうすればいいの？

就
活

ご
相
談
く
だ
さ
い！

相談
窓口

どうしよう…。どうすればいいの？

就
活

ご
相
談
く
だ
さ
い！

相談
窓口 無

料

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
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援農かっせ隊は心強い存在
　収穫や植え付けの時期など、夫婦だけで
は大変なときがあります。そんなとき頼り
になるのが、援農かっせ隊です。作業を通
してできる交流も楽しみにしています。ぜ
ひ、気軽に参加してください。

キュウリ生産者　得丸芳昭さん（右）、美津子さん（左）

大分市テレビ広報番組

対　象��

▲

・�農作業ができれば、年齢や性別などは問いません。
� ・未成年者の場合は保護者の同意が必要です。
費　用��

▲

・交通費は自己負担です。
� ・昼食は受け入れ農家が提供します。
� ・ボランティアですので、報酬はありません。
� ・�参加者には市ボランティア保険を適用します（参加者

負担なし）。
申込み

▲
�産業振興課（本庁舎９階）に備え付けの申込書（市ホー

ムページでダウンロードも可）に必要事項を記入し、本
人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証など）
の写しを添えて、郵送またはファクスで、同課（〒870-
8504�荷揚町２番31号　 533-6117）へ。

援農かっせ隊に登録しませんか

お問い合わせ　産業振興課　☎537-7025

手
伝
い
な
が
ら

農
業
の
楽
し
さ
を
実
感

　
農
業
を
体
験
し
た
い
人
や
農
家
の
助
け

に
な
り
た
い
人
な
ど
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
農
作
業
を
手
伝
う
「
援
農
か
っ
せ

隊
」
。

　
近
年
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
農
作

業
が
忙
し
い
と
き
に
人
手
が
不
足
し
て
い

る
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
援
農
か
っ
せ
隊
の
作
業
は
、
農
作
物
の

植
え
付
け
や
草
取
り
、
収
穫
な
ど
、
農
繫

期
の
お
手
伝
い
。
農
業
の
知
識
や
経
験
が

な
く
て
も
で
き
る
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　
農
作
業
を
通
し
て
、
土
の
感
触
や
農
作

物
が
成
長
す
る
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
き
に
は
、
天
候
な
ど
で
作
物
が

思
い
通
り
に
育
た
な
い
農
業
の
大
変
さ
を

学
ぶ
こ
と
も
。

　
自
然
の
中
で
体
を
思
い
っ
き
り
動
か
し

な
が
ら
、
農
家
の
あ
り
の
ま
ま
の
日
常
を

体
験
し
ま
す
。

　
農
家
の
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
々
の
生
活
で
は
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
発
見
や
感
動
が
援
農
か
っ
せ
隊

の
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
日
髙

リ
ポ
ー
タ
ー
が
、
鶴
崎
地
区
で
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
を
行
う
得
丸
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

で
農
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。

軽に体験
　作業の前に、農家の人が手順を丁寧に説明してくれるので、初
めての人でも安心して活動できます。また、昼食や休憩で、農家
の人との触れ合いも楽しめます。

　四季を通して、さまざまな体験ができます。援農
かっせ隊に登録すると、作業内容などをまとめた「援
農メニュー」の中から希望する作業や日時を選ぶこと
ができます。

今回の「援農かっせ隊」体験リポートを、さらに詳しく
紹介します。ぜひ、ご覧ください。
放送日：５月２日㈯　午前11時～正午の間で約８分間放送局：ＯＣＴ大分ケーブルテレコム

植え付け、
草取りなど
鶴崎・大南・
野津原地区

作
業
内
容

場
所

剪
せんてい
定、収穫など

佐賀関・
野津原地区

植え付け、
収穫など
大南・野津原地区

田植え、
稲刈りなど
鶴崎・野津原地区

コマ打ち、
摘み取りなど
野津原地区

牛のエサ用の
ワラ運びなど
野津原地区

※作業内容は一例です。都合により変更になる場合があります。

気

植え付けや収穫など
さまざまな援農メニュー

野菜 果樹 花・植木 稲作 シイタケ 畜産
キュウリ、ニラ、
イチゴなど

甘夏、八
はっさく

朔、
柿など

ホオズキ、ヒマワリ、
植木など

農作業を手伝って
　今年で登録して５年目。これまで、田植えやシイ
タケのコマ打ちなど、さまざまな作業を手伝いまし
た。やっぱり楽しみは、汗をかいてリフレッシュで
きることと、農家の人との触れ合い。収穫を手伝っ

た農作物を分けてもらったとき
は、うれしかったですね。
　作業が終わった後に「ありが
とう。また待っちょんけん」と笑
顔で言われると、どんなに疲れ
ていても、また力になりたいと
思います。

今
回
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
は
、

枯
れ
葉
な
ど
の
切
り
取
り
で
す
。

実
が
順
調
に
成
長
す
る
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
作
業
な
ん
で
す
。

数
が
多
く
て
夫
婦
だ
け
で

は
大
変
そ
う
。
こ
れ
な
ら

わ
た
し
で
も
手
伝
え
る
。

援農かっせ隊　堀田　詞さん
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市テレビ広報番組
「知っトク！大分市」
日髙�由貴リポーター

キュウリ生産者
得丸�芳昭さん

手
伝
い
な
が
ら

農
業
の
楽
し
さ
を
実
感

　
農
業
を
体
験
し
た
い
人
や
農
家
の
助
け

に
な
り
た
い
人
な
ど
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
農
作
業
を
手
伝
う
「
援
農
か
っ
せ

隊
」
。

　
近
年
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
農
作

業
が
忙
し
い
と
き
に
人
手
が
不
足
し
て
い

る
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
援
農
か
っ
せ
隊
の
作
業
は
、
農
作
物
の

植
え
付
け
や
草
取
り
、
収
穫
な
ど
、
農
繫

期
の
お
手
伝
い
。
農
業
の
知
識
や
経
験
が

な
く
て
も
で
き
る
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　
農
作
業
を
通
し
て
、
土
の
感
触
や
農
作

物
が
成
長
す
る
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
き
に
は
、
天
候
な
ど
で
作
物
が

思
い
通
り
に
育
た
な
い
農
業
の
大
変
さ
を

学
ぶ
こ
と
も
。

　
自
然
の
中
で
体
を
思
い
っ
き
り
動
か
し

な
が
ら
、
農
家
の
あ
り
の
ま
ま
の
日
常
を

体
験
し
ま
す
。

　
農
家
の
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
々
の
生
活
で
は
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
発
見
や
感
動
が
援
農
か
っ
せ
隊

の
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
日
髙

リ
ポ
ー
タ
ー
が
、
鶴
崎
地
区
で
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
を
行
う
得
丸
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

で
農
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。

援農
かっせ隊

農
作
業
で

い
い
汗
流
し
ま
し
ょ
う！

加
勢
し
て
く
れ
る
人
、

　待
っち
ょん
で
ー！

＊「かっせ」とは、大分弁で「加勢する」という意味。

農作業をお手伝い。
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月
初
旬
か
ら
順
次
送
付
し
ま
す
。
対

象
は
、
27
年
４
月
１
日
時
点
で
大
分

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
27

年
度
に
満
40
歳
を
迎
え
る
人
で
す
。

対
象
者
で
５
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ

が
届
か
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
問
合
せ
　
国
保
年
金
課（
①
②
☎

５
３
７・
５
７
３
６
　
③
☎
５
３

７・７
１
７
５
）

国
民
年
金
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７
・
５
６
１
７
）

◎�

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
会
社
な
ど

を
退
職
し
た
人
は
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、会

社
員
、
公
務
員
な
ど
の
第
２
号
被
保

険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
は
、
扶
養
者

が
退
職
し
た
と
き
や
扶
養
さ
れ
な
く

な
っ
た
と
き
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
は
、
本
庁
舎
１
階
⑩
番
窓
口
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎・一
尺

屋
連
絡
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
万
一
の
事
故

や
病
気
に
よ
っ
て
障
が
い
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
に
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
で
す
。
受
給
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
室

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

国
民
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と

き
は
届
け
出
を

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、死
亡
日
以
後

も
年
金
が
支
払
わ
れ
、後
で
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

受
給
で
き
る
年
金
を
受
け
取
ら
ず
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、そ
の
人
と
生
計

が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族（
配
偶
者
、
子
、

父
母
な
ど
の
順
）が
未
支
給
分
の
年
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎

年
金
、
寡
婦
年
金
の
受
給
者
が
死
亡

し
た
場
合
は
、
本
庁
舎
１
階
⑩
番
窓

口
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎・

一
尺
屋
連
絡
所
で
、
老
齢
給
付
に
係

る
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
は

大
分
年
金
事
務
所
（
東
津
留
二
丁
目
　

☎
５
５
２・１
２
１
１
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

草
む
ら
や
森
林
で
は
、
ダ
ニ
に
よ

る
感
染
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
草
む
ら
や
森
林
な
ど
に
生
息
す
る

ツ
ツ
ガ
ム
シ
や
マ
ダ
ニ
な
ど
の
ダ
ニ

類
に
か
ま
れ
る
と
、
感
染
症
を
発
症

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。屋
外
で
は
、

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、足
を
完
全
に
覆

う
靴
な
ど
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を

少
な
く
す
る
　
●
屋
外
活
動
後
は
ダ
ニ

類
に
か
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る

　
ダ
ニ
類
に
か
ま
れ
た
場
合
は
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
保
健
所
保
健
予
防
課

（
☎
５
３
６・２
８
５
１
）

無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

▼
日
時
　
５
月
６
日
㈬
　
午
前
10
　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
　
※

毎
月
第
１
水
曜
日
　
▼
場
所
　
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
大
分
１
階
　
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
レ
お
お
い
た
）　
▼
相

談
員
　
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
せ
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
☎

５
７
６・７
５
９
３
）

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
一

定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
、分

割
納
付
や
減
免
制
度
な
ど
に
つ
い
て

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
▼
１

年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
時
に
、
費
用
の
全
額
を

い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
申
請
に
よ
り
、後
で
本
来
の
利
用
者

負
担
と
の
差
額
の
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。　
▼
１
年
６

か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
前
記
の

措
置
に
よ
り
、
後
で
払
い
戻
さ
れ
る

給
付
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。　
▼
２
年
以
上
滞
納

し
た
場
合
　
時
効
に
よ
り
、
２
年
経

過
後
の
保
険
料
は
納
付
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
期

間
に
応
じ
て
、一
定
期
間
、利
用
者
負

担
の
割
合
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。ま
た
、利
用
者
負
担
が
一
定
額

を
超
え
た
場
合
に
払
い
戻
し
と
な
る

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
、
施
設
入

所
者
な
ど
の
居
住
費・
食
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
長
寿
福
祉
課
（
本
庁
舎

１
階
　
☎
５
３
７・５
７
４
１
）

都
市
計
画
道
路「
春
日
浦
豊
河
原

線
」の
変
更
認
可（
期
間
変
更
）を

受
け
ま
し
た
の
で
お
見
せ
し
ま
す

▼
縦
覧
期
限
　
30
年
３
月
31
日

▼
縦
覧
場
所・
問
合
せ
　
ま
ち
な
み

整
備
課（
本
庁
舎
７
階
　
☎
５
３
７・

５
６
３
７
）

子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
不
用
と
な
っ
た
子
ど
も
服
を
回
収

し
、６
月
６
日
㈯
に
開
催
す
る
大
分
市

環
境
展
に
て
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
回
収
期
間
　
５
月
18
日
㈪
〜
29
日

㈮
（
閉
庁
日・閉
所
日
は
除
く
）　
▼
回

収
場
所
　
環
境
対
策
課
（
本
庁
舎
４

階
）、
各
こ
ど
も
ル
ー
ム
　
▼
対
象
　

サ
イ
ズ
１
３
０
㌢
ま
で
の
子
ど
も
服

（
汚
れ
て
い
る
も
の
や
下
着
な
ど
を

除
く
）

▼
問
合
せ
　
環
境
対
策
課
（
☎
５
３

７・５
７
５
８
）

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①�

解
雇
な
ど
で
失
業
し
た
人
は
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
会
社
の
倒
産・解
雇
な
ど
で
失
業
し

た
人
の
国
民
健
康
保
険
税
は
一
定
期

間
、前
年
の
給
与
所
得
を
３
割
と
し
て

算
定
し
ま
す
。対
象
の
人
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
を
持
参
し
、
国
保
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
、明
野
出
張
所
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
、

離
職
日
に
65
歳
未
満
の
人
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
番

号
が
11
、12
、21
、22
、23
、31
、32
、33
、

34
の
人
が
対
象
で
す
。

②�

卒
業
ま
た
は
就
職
し
た
ら
国
民
健

康
保
険
喪
失
の
届
け
出
を

　
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
、
市
外
に
居
住
し
て
い
る
子
ど
も

が
学
校
を
卒
業
ま
た
は
就
職
し
た
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
届
出
先
　
国
民
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、
本
庁
舎
１
階
⑨
番
窓
口
ま
た

は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎・

一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

③�「
40
歳
総
合
健
診
」の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

　「
特
定
健
診
」と「
が
ん
検
診
」を
同

時
に
無
料
受
診
で
き
る
「
40
歳
総
合

健
診
」の
お
知
ら
せ
を
、
対
象
者
に
５

暮
ら
し
の
情
報
市
場

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The�City�of�Oita�provides
useful�information�of�daily�living,�disaster�prevention,�tourism�and�more�about�Oita�City�in�English,�Chinese,
and�Korean�on�a�website.）�大分市国際交流Webアドレス�http://oita-kokusai.jp/� 問国際化推進室（☎537-5719）

市民図書館（☎576-8241）

『ぼくのおとうと』
かどのえいこ／作　いとうひろし／絵

『いけのおと』
松岡達英／作

読みきかせのための本

市民図書館
おすすめの本
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お問い合わせ　市営陸上競技場　☎558-0613

お問い合わせ　観光課　☎537-5717

市営陸上競技場で運動しよう

大友宗麟プロモーション
市民提案事業補助希望団体

「大友宗麟」をあなたの企画でPRしませんか

リバスタ親子教室
▪日　時　６月５日～28年３月11日
　　　　　（全18回・金曜日）
　　　　　午前10時～11時30分
▪対　象　１歳～３歳児とその保護者
▪定　員　30組（先着順）
▪受講料　2,100円（傷害保険料を含む）
▪申込み・場所
　電話で、５月１日㈮～20日㈬に、市営陸上競技場へ。

ピンポン教室
▪月　日　５月15日～９月25日（全16回・金曜日）
▪時　間　①午前10時～11時30分
　　　　　②午後１時～２時30分
▪対　象　60歳以上の人
▪定　員　①10人、②５人（先着順）
▪受講料　各6,400円（傷害保険料を含む）
▪申込み・場所
　電話で、５月１日㈮～10日㈰に、市営陸上競技場へ。

　「大友宗麟」と「南蛮文化発祥都市おおいた」を全国に
発信していくために、市民の皆さんが提案・実施するイ
ベントなどを募集します。

「復活！大友宗麟甲冑武者行列」

▪募集期間　５月１日㈮～29日㈮
▪申請対象　主に市内を活動拠点としている団体
▪対象事業　「大友宗麟」の市内・市外への効果的な情報

発信につながるイベントや講座などで、
28年３月31日㈭までに終了するもの

▪補助金額　事業に直接必要な経費から、人件費、食料
費などを除いた額の５分の４以内で、１事
業につき100万円以内

▪選考方法　選考委員会で選考後、採択事業を決定
▪申�込�み　観光課（本庁舎８階）に備え付けの申請書

（市ホームページでダウンロードも可）に
必要事項を記入し、直接、同課へ。

募  集

アートを楽しもう
市美術館　夏の美術教室「ハッピーアンブレラ」
▪日　時　６月13日㈯・14日㈰
　　　　 �午後１時30分～３時30分（受付は午後１時～）
▪定　員　各40人（多数時は抽せん）
▪内　容　透明の傘に絵を描きオリジナルの傘を作る
▪材料費　傘１本につき500円
▪その他　小学生以下は保護者同伴
▪申込み・場所・問
往復はがき（１人１枚）に住所、参加者全員の氏名（ふ
りがな）、電話番号、講座名、子どもの年齢、必要な材
料数を記入し、５月15日㈮〈消印有効〉までに市美術
館（〒870-0835�大字上野865�☎554-5800）へ。

アートプラザワークショップ
「ねんどの国の住人をつくろう」
▪日　時　５月５日㈫
　　　　　午前10時30分～正午、午後１時～２時30分　
▪対　象　３歳以上（小学３年生以下は保護者同伴）
▪定　員　各20人（当日先着順）
▪参加料　200円（材料費）
▪場所・問　アートプラザ（☎538-5000）

お問い合わせ�
子育てファミリー・サポート・センター　☎576-8246

子育てファミリー・サポート・
センター会員

子育て中の家庭を支援します

▪申込み　子育てファミリー・サポート・センター（ホルト
ホール大分２階�子育て交流センター内）に事
前に連絡のうえ、印鑑と申請者の顔写真（縦
２.７cm×横２.４cm）を２枚持参してくださ
い。簡単な面接を行います（援助・依頼会員）。

　育児の援助を行いたい人（援助会
員）と受けたい人（依頼会員）が会員
となって、援助し合うシステムで
す。会員登録には、申込みと講習会
の受講（援助会員）が必要です。
※�依頼会員は利用料金（600円～
700円／時）を援助会員に支払い
ます。

・６月５日㈮　午前９時20分～午後３時40分
　いきいき健康館（大手町三丁目６番15号）
・６月９日㈫　午前９時～午後４時10分
　午前：消防局４階　講堂（舞鶴町）
　午後：いきいき健康館
※�講習会受講の申込みは５月26日㈫まで。

▪講習会（２日間）の日時・場所

※�詳しくは、観光課に備え
付けの募集要項または市
ホームページをご覧くだ
さい。
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か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

５
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬
は
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
」で
す

　
こ
の
機
会
に
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
生
活
安
全
推
進
室
（
☎

５
３
７・５
９
９
７
）

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
参
加
者

　
厚
生
労
働
省
で
は
、旧
ソ
連
地
区
、

中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、北
ボ
ル
ネ
オ
、

パ
ラ
オ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、硫
黄
島
へ
の

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
を
８
月
中
旬
か
ら

実
施
し
ま
す
。
関
係
遺
族
で
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
福
祉
保
健
課
（
☎
５
３

７・５
９
９
６
）

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
展
示
作
品

▼
展
示
期
間
　
６
月
14
日
㈰
〜
７
月

31
日
㈮
　
▼
展
示
場
所
　
３
階
　
マ

ル
チ
ス
ポ
ッ
ト
、
４
階
　
子
ど
も
ギ

ャ
ラ
リ
ー
　
▼
募
集
内
容
　
絵
画
、

写
真
、短
歌
、俳
句
な
ど
、壁
面
に
画

鋲
展
示
で
き
る
も
の

▼
申
込
み・問
合
せ
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰（
必
着
）に
同

館
（
〒
８
７
０‒

０
０
２
１
　
府
内

町
一
丁
目
５‒

38
　
☎
５
３
８・
３

７
０
０
）へ
。

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

①�

市
営
住
宅
（
第
２
大
分
市
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー〈
本
庁
舎
地
下
１
階

☎
５
３
６・２
５
５
５
〉受
付
分
）

地区

住
宅
名

募集
戸数

備
考

大　分
上
田
町
53

大
石
町
54

大
石
町
55

下
郡
62

羽
田
H4・H6

田
ノ
浦
H5

中
の
瀬
H10・H13

１１１１３２４
老
人
同
居
世
帯
向

身
障
世
帯
向・単
身
可

鶴崎・坂ノ市・佐賀関
下
徳
丸
H7

寺
司
H3

坂
ノ
市
H2

日
吉
原
H9

秋
ノ
江
第
２

馬
場

１２１１１１
単
身
可

稙田・大南
下
芹
40（
住
改
）

大
園
54

川
床
H4

１３１
単
身
可

②�

市
営
住
宅
（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー〈
城
崎
町
一
丁
目
２‒

３
　

☎
５
３
３・１
６
７
４
〉受
付
分
）

地区

住
宅
名

募集
戸数

備
考

大　分
裏
川
54

東
浜
59

東
浜
60

東
明
野
H1・H2

畑
中
H1・H2

庄
の
原
H7

１１１２２１
身
障
世
帯
向

鶴崎・大在
小
池
原
49・50

明
治
北
58・60・61

北
55

７５１
単
身
可

稙　田
敷
戸
48・51

寒
田
51

小
原
56・58・62

４１５
単
身
可

単
身
可

☆
募
集
期
間
　
５
月
１
日
㈮
〜
12
日

㈫
　
☆
入
居
者
の
決
定
方
法
　
公
開

抽
せ
ん
　
①
５
月
22
日
㈮
　
午
前
９

時
30
分
〜
　
②
５
月
21
日
㈭
　
午
後

１
時
30
分
〜
　
①
②
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研

修
室
　
※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
に

な
っ
た
う
え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▼
募
集
住
宅
　
●
大
分
地
区
…
ベ
ル

ビ
ュ
賀
来
　
●
野
津
原
地
区
…
リ
バ

ー
サ
イ
ド
新
界
　
※
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
問
合
せ
　
住
宅
課
（
☎
５
３
７・

５
９
７
７
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
日
時
　
６
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
※
雨
天
中
止
　
▼
対

象
　
市
内・由
布
市
居
住
の
人（
販
売

業
者
、専
門
業
者
、高
校
生
以
下
の
み

の
参
加
は
不
可
）　
▼
出
店
商
品
　

日
用
雑
貨
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

で
、使
用
可
能
な
も
の（
食
品
、動・植

物
、危
険
物
な
ど
は
不
可
）　
▼
募
集

店
数
と
ス
ペ
ー
ス
　
50
店
（
多
数
時

は
抽
せ
ん
）、３
㍍
×
３
㍍
程
度

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ
　
往
復
は

が
き
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
、参
加
人
数
、出
店
内

容（
商
品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、

５
月
15
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ

コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
（
〒
８
７
０‒

１

２
０
５
　
大
字
福
宗
６
１
８
　
☎
５

８
８・１
４
１
０
）へ
。

七
瀬
川
か
わ
づ
く
り
懇
談
会

一
般
委
員

▼
任
期
　
７
月
〜
28
年
３
月
　
▼
内

容
　
七
瀬
川
の
環
境
等
の
改
善
に
関

す
る
検
討
な
ど
　
▼
対
象
　
市
内
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
会
議

（
平
日
開
催・年
２
回
程
度
）に
参
加
で

き
る
国・地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

は
職
員
で
な
い
人
　
▼
定
員
　
３
人

以
内
　
▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査

▼
申
込
み・問
合
せ
　
河
川
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、５
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
同
課
（
本
庁
舎
６
階
　
☎
５
３
７・

５
６
３
２
　

５
３
２・
７
５
４
５
　

kasen@
city.oita.oita.jp

）へ
。

大
分
市
・
帯
広
市
子
ど
も
親
善

相
互
交
流
訪
問
団
員

▼
受
入
期
間
　
７
月
27
日
㈪
〜
30
日

㈭（
う
ち
２
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

▼
訪
問
期
間
　
12
月
25
日
㈮
〜
28
日

㈪（
う
ち
２
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

▼
対
象
　
小
学
５・６
年
生
　
▼
定
員
　

７
人
（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
参
加

料
　
５
万
円
程
度

▼
申
込
み・
問
合
せ
　
学
校
を
通
じ

て
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入
し
、
５

月
29
日
㈮
ま
で
に
小
学
校
ま
た
は
観

光
課（
☎
５
３
７・７
０
４
３
）へ
。

市
歴
史
資
料
館「
粘
土
は
に
わ
作
り
」

▼
日
時
　
５
月
16
日
㈯
　
午
前
９
時

30
分
〜
、
午
後
２
時
〜
　
▼
定
員
　
各

70
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
　
２
３
０

円（
材
料
費
）　
▼
持
参
物
　
ぞ
う
き
ん

１
枚
、空
き
箱
１
個
、ラ
ッ
プ
の
芯
１
個

▼
申
込
み・
場
所・
問
合
せ
　
電
話

で
、
５
月
３
日
㈰
か
ら
歴
史
資
料
館

（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）へ
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー

▼
日
時
　
６
月
７
日
㈰
　
①
午
前
９

時
30
分
〜
　
②
午
前
10
時
〜
　
③
午

前
10
時
30
分
〜
　
④
午
前
11
時
〜
　

⑤
午
前
11
時
30
分
〜
　
⑥
正
午
〜
　

▼
場
所
　
お
し
ど
り
渓
谷
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド（
大
字
上
判
田
）〈
集
合
は
県
民

の
森
青
少
年
の
森
展
示
館
駐
車
場
〉　

▼
内
容
　
ガ
イ
ド
と
山
中
を
散
策

し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
　
▼
定

員
　
各
10
人
（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　

▼
参
加
料
　
８
０
０
円
（
地
元
産
品

を
使
っ
た
軽
食
代
、資
料
代
）

▼
申
込
み・
問
合
せ
　
は
が
き
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
ツ
ア
ー
」の
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム

に
、
参
加
者
全
員
の
氏
名・年
齢・性

別
、
代
表
者
の
住
所・電
話
番
号
、
希

望
の
番
号
を
記
入
し
、
５
月
25
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
産
業
振
興
課
（
本
庁

舎
　
☎
５
８
５・６
０
１
３
）へ
。

市役所   本庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号

市
美
術
館
　
夏
の
美
術
教
室

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ン
ブ
レ
ラ
」

▼
日
時
　
６
月
13
日
㈯・
14
日
㈰
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付

は
午
後
１
時
〜
）　
▼
定
員
　
各
40

人
（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
内
容
　

透
明
の
傘
に
絵
を
描
き
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
傘
を
作
る
　
▼
材
料
費
　
傘
１
本

に
つ
き
５
０
０
円
　
▼
そ
の
他
　
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ
　
往
復
は

が
き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、
参
加
者

全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
、講
座
名
、子
ど
も
の
年
齢
、必
要

な
材
料
数
を
記
入
し
、
５
月
15
日
㈮

（
消
印
有
効
）ま
で
に
市
美
術
館（
〒

８
７
０‒

０
８
３
５
　
大
字
上
野
８

６
５
　
☎
５
５
４・５
８
０
０
）へ
。

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ね
ん
ど
の
国
の
住
人
を
つ
く
ろ
う
」

▼
日
時
　
５
月
５
日
㈫
　
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
　
▼
対
象
　
３
歳
以
上
（
小
学
低

学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
定

員
　
各
20
人（
当
日
先
着
順
）　
▼
参

加
料
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

▼
場
所・
問
合
せ
　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）

暮らしの情報市場
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市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

　
27
年
度
分（
26
年
１
月
〜
12
月
分
）

の
市
民
税・
県
民
税
の
申
告
を
し
て

い
な
い
と
、
適
正
な
課
税
が
で
き
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
や
所
得・
税
額
証
明
書
の

発
行
な
ど
各
種
手
続
き
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
申
告
書
は
、市
民
税
課（
第
２
庁
舎

３
階
）お
よ
び
各
支
所（
鶴
崎・稙
田

市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
は
各
資
産
税
事

務
所
）、明
野
出
張
所
に
用
意
し
て
い

ま
す
。な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報

告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

は
、市
民
税・県
民
税
の
申
告
は
不
要

で
す
。

▼
問
合
せ
　
市
民
税
課（
☎
５
３
７・

５
７
３
０
）

農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
竹
林
整
備
の
た
め
の
竹
粉
砕
機

　
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

▼
貸
出
期
間
　
最
大
15
日
間
　
▼
対

象
　
竹
林
整
備
に
取
り
組
む
自
治
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
　
▼
そ
の
他
　
●
市
内
で
の

竹
林
整
備
に
限
り
ま
す
。　
●
機
械

の
輸
送
や
稼
働
に
係
る
費
用
は
使
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。　
●
返
却

時
に
は
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て
く
だ

さ
い
。

②�

住
宅
地
内
や
住
宅
地
に
近
い
場
所

で
の
農
薬
使
用
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
薬
を
住
宅
の
そ
ば
で
使
用
す
る

場
合
は
、
周
辺
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。　
●
農
薬
使
用
量
や
回
数
の
削

減
に
努
め
る
　
●
農
薬
の
使
用
方
法

を
守
る
　
●
飛
散
し
に
く
い
農
薬
や

機
材
を
使
う
　
●
農
薬
散
布
は
無
風

ま
た
は
風
の
弱
い
と
き
に
行
い
、
風

向
き
や
ノ
ズ
ル
の
向
き
な
ど
に
注
意

を
払
う
　
●
農
薬
散
布
を
周
辺
の
住

民
へ
知
ら
せ
、
散
布
時
間
に
も
配
慮

す
る
　
●
使
用
し
た
農
薬
の
内
容
な

ど
を
記
録
し
、一
定
期
間
保
管
す
る

③�

牛
、馬
、豚
、ヤ
ギ
、家
き
ん（
鶏
な

ど
）
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
届
け

出
が
必
要
で
す

▼
対
象
　
新
た
に
牛
、馬
、豚（
ミ
ニ

ブ
タ
を
含
む
）、
ヤ
ギ
、
羊
、
イ
ノ
シ

シ
、鹿
、家
き
ん（
鶏
、ウ
ズ
ラ
、ア
ヒ

ル
、キ
ジ
、ダ
チ
ョ
ウ
、ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、

七
面
鳥
な
ど
）
の
飼
養
を
開
始
し
た

人
、飼
養
数
の
変
更
が
あ
る
人
、飼
養

を
中
止
し
た
人
　
▼
届
け
出
　
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、飼
養
場
所・頭
羽
数
を
農

林
水
産
課
へ
。

☆
問
合
せ
　
農
林
水
産
課（
①
☎
５

３
７・
５
７
８
３
　
②
☎
５
３
７・

５
７
７
０
　
③
☎
５
３
７・５
７
９

９
　
５
３
４・６
１
７
６
）

下
水
道
再
生
水
を
販
売
し
て
い
ま
す

▼
日
時
　
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
も
可
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
　
▼
内

容・販
売
場
所
　
①
散
水
用
水
…
弁

天
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
　
②
冷
却

用
水
…
各
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー（
市

内
５
か
所
）　
▼
料
金
　
①
１
立
方
㍍

当
た
り
27
円
　
②
１
立
方
㍍
当
た
り

16
円
　
※
消
費
税
を
除
く
　
▼
用
途
　

植
樹
帯
お
よ
び
道
路
清
掃
時
の
散
水
、

工
事
現
場
で
の
雑
用
水
、浄
化
槽
の
清

掃
用
水
　
※
飲
用
に
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。　
▼
そ
の
他
　
市
民
の
皆
さ
ん

は
、容
器
を
持
参
す
れ
ば
無
料
で
す
。

な
お
、散
水
用
水
は
オ
ゾ
ン
処
理
済
み

で
す
。

▼
申
込
み・問
合
せ
　
直
接
、下
水
道

施
設
課〈
城
崎
分
館
〉（
☎
５
３
７・５

６
４
２
）へ
。

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）

電
話
相
談
の
ご
利
用
を

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴

言
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
は
、ま
ず
お
電
話
を
。個

人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
▼
相

談
窓
口・
日
時
　
●
中
央
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
５
３
７・５
６

６
６
）　
平
日
…
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時
　
●
県
婦
人
相
談
所
（
☎

５
４
４・３
９
０
０
）　
平
日
…
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
　
土・日
曜
日・祝

日
…
午
後
１
時
〜
５
時
、
午
後
６
時

〜
９
時
　
●
ア
イ
ネ
ス
（
☎
５
３
４・

８
８
７
４
）　
平
日
…
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

税
制
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７
・
７
３
１
４
）

◎
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
発
送

　
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
５
月
11
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
の

で
、お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
障
が

い
の
程
度
、
車
の
使
用
状
況
な
ど
に

よ
り
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
６
月
１
日
㈪
ま

で
に
税
制
課
窓
口（
第
２
庁
舎
３
階
）

で
減
免
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免

は
１
人
に
つ
き
１
台
の
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◎�

農
耕
作
業
車・
小
型
特
殊
自
動
車

は
登
録
が
必
要
で
す

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗
用
装
置
付
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業
車
や
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動

車
は
、公
道
を
走
ら
な
く
て
も
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
付
け
て
い
な
い
人
は
、

税
制
課
ま
た
は
各
支
所
、
明
野
出
張

所
、
本
神
崎・一
尺
屋
連
絡
所
で
登
録

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
▼
登
録

に
必
要
な
も
の
　
販
売
証
明
書
（
車

名・車
台
番
号・総
排
気
量
の
記
載
が

あ
る
も
の
）、印
鑑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
差
押
不
動
産

（
物
件
）
を
売
却
し
ま
す

▼
不
動
産（
一
括
公
売
）　
国
分
新
町

１
４
８
９
番
32
　
●
地
目
　
宅
地
　

●
地
積
　
２
２
４・９
５
平
方
㍍
　
●
見

積
価
額
　
２
７
５
万
５
、
０
０
０
円
　

▼
参
加
申
込
期
間
　
５
月
27
日
㈬
午

後
１
時
〜
６
月
11
日
㈭
午
後
11
時
　

▼
入
札
期
間
　
６
月
18
日
㈭
午
後
１

時
〜
25
日
㈭
午
後
１
時
　
※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確
認
で
き
ま

す
。な
お
、売
却
を
中
止
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
納
税
課（
☎
５
３
７・５

７
３
２
）

保
健
所
保
健
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
６
・
２
２
２
２
）

◎�

国
民
生
活
基
礎
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、国
民
の
保
健
、

医
療
、福
祉
、年
金
、所
得
な
ど
の
状

況
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
３
地
区
、
約
１
５
０
世
帯
を
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
や
家
族
の
病
気
や
健
康
管

理
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か

５月は「消費者月間」です
　年々、悪質商法などによるト
ラブルが増えています。困った
ときは気軽にご相談ください。
問 ライフパル消費生活相談専用
電話（☎534･6145）

５月は「赤十字社員増強運動月
間」です
　赤十字社員の加入にご協力を
お願いします。
問福祉保健課（☎537･5996）
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５月
３日～ イベントカレンダー
３
㈰

第40回竹中ハエ釣り大会
時間/午前８時～正午
場所/竹中ふるさと広場
問竹中ハエ釣り同好会　佐藤
☎090-8222-3902
フリーマーケット
時間/午前10時～午後1時（雨天中止）
再生家具と再生自転車の抽せん会
時間/午後0時30分～（抽せん日正
午まで申込み可、持ち帰りは各自）
場所・問エコライフプラザ
☎588-1410
ふじまつり
場所/西寒多神社、早吸日女神社
※西寒多神社は５日㈫まで
問観光課　☎537-7043
大分トリニータ対徳島ヴォルティス
時間/午後２時～
場所/大分銀行ドーム

4
㈪

剣道・スポーツチャンバラ大会 無料
時間/午前9時～午後3時30分
場所/七瀬川自然公園
内容/剣道・スポーツチャンバラなど
問スポーツチャンバラ実行委員会
阿部　☎090-3737-9656

５
㈫

昔のおもちゃで遊ぼう 無料
時間/午前９時30分～午後４時
内容/弓矢、羽子板、こま回しなど
場所・問歴史資料館��☎549-0880
第22回アートマーケット
時間/午前10時～午後４時
内容/県内在住作家の作品展示など
場所・問アートプラザ�☎538-5000
水星観察講座
時間/午後６時30分～７時30分
（雨天・曇天時は映像による説明）
定員/20人（当日先着順）
参加料/観覧料（大人420円、高校
生210円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館�☎574-0100

９
㈯

市公設地方卸売市場市民感謝デー!!
時間/午前９時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
場所・問市公設地方卸売市場
☎533-3113
南蛮かぼちゃの苗プレゼント
時間/午前９時～　※定員に達す
るまで、翌日以降も配布します。
内容/苗の無料配布（１家族２株まで）
定員/50組（当日先着順）
場所・問大友氏遺跡体験学習館（元
町）　☎544-5011
大分トリニータ対横浜ＦＣ
時間/午後４時～
場所/大分銀行ドーム

10
㈰

第９回ウオーキングｉｎ判田 無料
時間/午前８時～午後１時
（当日受付、小雨決行）
集合場所/判田校区公民館
内容/４つの史跡をめぐるウオーキ
ング（約10㎞）、判田とりめしの試食
問大南支所　☎597-1000
2015Ｆリーグ  ホーム開幕戦
バサジィ大分対エスポラーダ北海道
時間/午後1時～
場所/ビーコンプラザ（別府市）
看護の日・看護週間 無料

「看護フォーラム」
時間/午後１時15分～４時30分
場所/県看護研修会館（大字豊饒）
問県看護協会　☎574-7117

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
大
分
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
▼
株
式
会

社
豊
和
銀
行
▼
有
限
会
社
渡
部
造
園
土

木
▼
株
式
会
社
大
分
銀
行
▼
株
式
会
社

東
芝
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
＆
ス
ト
レ
ー
ジ

社
大
分
工
場
第
一
ペ
レ
ッ
ト
製
造
部
「
未

来
へ
の
一
歩
」

社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
大
城
フ
ミ
ヱ
（
王
子
山
の
手

町
）▼
足
立
る
り
子
（
上
野
丘
西
）▼
大
石

隆
士（
生
石
）▼
安
東
健（
勢
家
町
）▼
工
藤

正（
高
城
本
町
）▼
小
川
ミ
ヨ
子（
南
生
石

西
）▼
荒
巻
近
男（
金
池
町
）▼
右
藤
由
紀

子
（
王
子
西
町
）
▼
大
久
保
正
秋
（
大
道

町
）▼
隈
部
し
ず
子（
津
守
）

鶴
崎
地
区
▼
胡
麻
鶴
洋
一
（
毛
井
）
▼
木

津
信
二（
松
岡
）▼
今
川
公
三（
西
鶴
崎
）

▼
首
藤
照
之
（
皆
春
）
▼
平
林
百
二
（
横

尾
）▼
江
口
誠
次（
皆
春
）

大
在
地
区
▼
小
川
百
合
子（
西
新
地
）▼
衛

藤
吉
孝（
政
所
）

坂
ノ
市
地
区
▼
宮
本
ゆ
み
（
坂
ノ
市
中

央
）▼
伊
東
功（
細
）

大
南
地
区
▼
安
東
武
雄
（
上
判
田
）
▼
田

仲
光（
上
戸
次
）

稙
田
地
区
▼
三
浦
豊
史（
小
野
鶴
南
）▼
杉

﨑
イ
チ
子（
木
上
）▼
山
村
典
子（
富
士
見

が
丘
西
）▼
安
達
庸
男（
岡
川
）▼
若
松
直

一（
富
士
見
が
丘
東
）▼
川
野
恵（
寒
田
）

佐
賀
関
地
区
▼
嶋
田
恒
夫
（
大
平
）
▼
松

本
安
正（
佐
賀
関
）▼
小
野
雅
司（
馬
場
）

以
上
３
月
17
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

月
３
日
㈬
ま
で
　
▼
場
所・
問
合
せ
　

大
分
経
理
専
門
学
校
（
錦
町
三
丁
目

７‒

28
　
☎
５
３
４・６
６
２
５
）

在
宅
障
が
い
児（
者
）の
療
育
相
談

日時・場所

5月～9月の毎週火曜日
午前10時～午後3時
大分西部公民館１階

5月～9月の毎週水曜日
午前10時～午後3時
大分西部公民館１階

5月～9月の毎週木曜日
午前9時30分～午後3時30分
大在市民センター

実施施設

大分療育センター
☎080-1737-9082

博愛こども成育
医療センター
☎080-2745-4593

大分こども
発達支援センター
つばさ学園
☎557-0114

▼
対
象
　
市
内
居
住
で
、
在
宅
の
重

症
心
身
障
が
い
児（
者
）、
知
的
障
が

い
児（
者
）、身
体
障
が
い
児（
者
）、発

達
障
が
い
児（
者
）お
よ
び
そ
の
家
族
　

▼
申
込
み・問
合
せ
　
電
話
で
、各
施

設
へ
。

第
61
回
県
民
登
山
教
室

▼
日
時
　
５
月
24
日
㈰
　
午
前
６
時

30
分
〜
　
▼
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
大
分

駅
南
口
　
▼
目
的
地
　
英
彦
山
（
福

岡
県
）　
▼
参
加
料
　
９
、０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
７
、
０
０
０
円
）※
交

通
費
、
保
険
料
な
ど
を
含
む
　
▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　
▼
申
込
み・

問
合
せ
　
電
話
で
、
５
月
１
日
㈮
〜

12
日
㈫
に
県
山
岳
連
盟
　
伊
東
（
☎

５
３
７・３
３
３
３
）へ
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座

▼
月
日
　
６
月
13
日
㈯
〜
８
月
23
日

㈰
（
土・日
曜
日
の
全
16
回
）　
▼
場

所
　
稙
田
公
民
館
ほ
か
　
▼
定
員
　

30
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
　
５
万

８
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）　
▼
申
込
み・
問
合
せ
　
電
話

で
、
５
月
１
日
㈮
〜
６
月
５
日
㈮
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓス

Ｍマ

Ｉイ

Ｓス（
☎
５
４
７・

０
１
５
２
）へ
。

中
途
失
明
者
自
立
生
活
の

た
め
の
生
活
訓
練
受
講
者
募
集

▼
日
時
　
６
月
〜
28
年
３
月
（
月
２

回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
▼
内

容
　
点
字・パ
ソ
コ
ン
講
習
、
歩
行
訓

練
、
福
祉
用
具
の
使
用
法
、
日
常
生
活

動
作
訓
練
な
ど
　
▼
対
象
　
市
内
居

住
の
20
歳
以
上
の
中
途
失
明
者
お
よ

び
視
覚
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
人
　
▼
申

込
み・問
合
せ
　
電
話
で
、
５
月
31
日

㈰
ま
で
に
む
く
ど
り
文
庫
（
ホ
ル
ト
ホ

ー
ル
大
分
　
☎
５
４
３・２
０
３
３
）へ
。

独
身
障
が
い
者「
何
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
ふ
れ
あ
い
教
室
」（
随
時
募
集
）

▼
日
時
　
５
月
〜
28
年
３
月
（
月
１

回
、日
曜
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
▼
場
所
　
県
総
合
社
会
福
祉
会

館（
大
津
町
）　
▼
内
容
　
簡
単
料
理

教
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
　

▼
対
象
　
独
身
障
が
い
者
と
支
援
し

て
く
れ
る
人
　
▼
参
加
料
　
無
料

（
料
理
教
室
は
材
料
費
５
０
０
円
が

必
要
）　
▼
申
込
み・
問
合
せ
　（
一

社
）県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
☎・

５
５
１・９
７
７
５
）へ
。

里
親
制
度
説
明
会

▼
日
時・場
所
　
●
５
月
11
日
㈪
　
午

後
２
時
〜
４
時
…
鶴
崎
市
民
行
政
セ

ン
タ
ー
　
●
５
月
15
日
㈮
　
午
後
７

時
〜
９
時
…
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　

●
５
月
18
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
正
午
　

…
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
　
▼
問

合
せ
　
県
中
央
児
童
相
談
所
（
☎
５

４
４・２
０
１
６
）

お
わ
び
と
訂
正

　
市
報
４
月
15
日
号
３
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
ま
し
た「
27
年
度
の
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
」の
う
ち
、一
般
会
計
の
歳
出

（
性
質
別
分
類
）の
補
助
費
等
の「
97
億

６
、７
２
５
万
円
」は「
97
億
６
、７
２
４

万
円
」、出
資
金
の「
７
億
１
、９
３
３
万

円
」は「
７
億
１
、９
３
２
万
円
」の
誤
り

で
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

大分市の
面積と人口

【３月末日現在】

面　積 502.39㎢ 人　口 477,853人�（住民基本台帳人口）
男 229,541人 女 248,312人 世帯数 212,396世帯

15 H27. ５. １

普
通
救
命
講
習

▼
月
日・
場
所
　
毎
月
９
日
…
中
央

消
防
署
、毎
月
19
日
…
東
消
防
署
、毎

月
29
日
（
２
月
は
28
日
）…
南
消
防
署
　

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
　
▼
講

習
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
な

ど
　
▼
申
込
み
　
開
催
日
の
１
か
月

〜
１
週
間
前
に
電
話
で
、各
消
防
署
へ
。

▼
問
合
せ
　
中
央
消
防
署
（
☎
５
３

２・２
１
０
８
）、東
消
防
署（
☎
５
２

７・２
７
２
１
）、南
消
防
署（
☎
５
８

６・１
２
３
０
）

上
級
救
命
講
習

▼
日
時
　
６
月
10
日
㈬
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
受
付
は
午
前
８
時
30

分
〜
）　
▼
場
所
　
市
消
防
局（
舞
鶴

町
）　
▼
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用

方
法
、
傷
病
者
管
理
法・搬
送
法
な
ど
　

▼
定
員
　
60
人（
先
着
順
）

▼
申
込
み・問
合
せ
　
電
話
で
、５
月

12
日
㈫
か
ら
消
防
局
警
防
課
（
☎
５

３
２・２
１
９
９
）へ
。

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
の
セ
ミ
ナ
ー・

交
流
会（
☎
５
７
６・８
８
７
９
）

①�

創
業
者・中
小
企
業
者

　「
ラ
ン
チ
交
流
会
」（
当
日
受
付
）

▼
日
時
　
５
月
13
日
〜
７
月
29
日
　

（
毎
週
水
曜
日
）　
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分
　
▼
内
容
　
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
の
人
と
の
交
流
　
▼
そ
の
他
　

弁
当
、飲
料
な
ど
は
各
自
で
持
ち
込
み

②�

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
入
門
講
座

▼
日
時
　
６
月
10
日・
17
日・
24
日

（
水
曜
日・
全
３
回
）　
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
　
▼
講
師
　
松
坂�

洋
三

氏
（
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
准
教

授
）
ほ
か
　
▼
定
員
　
45
人
（
先
着

順
）　
▼
受
講
料
　
３
０
０
円（
資
料

代
）　
※
交
流
会
の
参
加
者
は
各
回

別
途
３
０
０
円
　
▼
申
込
み
　
産
業

活
性
化
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
５

月
１
日
㈮
か
ら
同
プ
ラ
ザ
（
５
４

４・３
０
１
１
　

plaza-event@
horutohall.jp

）へ
。

☆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階

「
パ
パ
も
子
育
て
応
援
日
」

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
内

容
　
新
生
児
の
育
児
、妊
婦
体
験
、沐も

く

浴よ
く
実
習
な
ど
　
▼
対
象
　
初
妊
婦
と

そ
の
夫
　
▼
定
員
　
12
組（
先
着
順
）

▼
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

▼
対
象
　
生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ

の
父
母
　
▼
定
員
　
17
組（
先
着
順
）

▼
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、お
む
つ
シ
ー
ト

☆
月
日・場
所
　
５
月
16
日
㈯
…
鶴

崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
　
５
月
30

日
㈯
…
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

☆
両
教
室
参
加
者
の
交
流
会
あ
り
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、希
望
す
る
月

日・場
所・教
室
を
、５
月
７
日
㈭
〜

14
日
㈭
に
県
助
産
師
会
（
☎
５
３

４・０
７
５
３
）へ
。

☆
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５

３
７・５
６
７
５
）

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
トW

ワ
ー
ド

ord

を
始
め
よ
う
」

▼
日
時
　
６
月
20
日
㈯
　
午
後
７
時

〜
９
時
　
▼
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人
　
▼
定
員
　
30
人

（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ
　
は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入

し
、
５
月
21
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
情
報

学
習
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‒

０
８
５

１
　
大
石
町
一
丁
目
３
組
　
☎
５
４

５・８
６
１
６
　
５
４
５・５
０
６
５
　

om
c01@

oct-net.ne.jp

）へ
。

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー
「
頼
れ
る

先
輩
に
な
ろ
う
！
」

▼
日
時
　
６
月
２
日
㈫
　
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
▼
内
容
　
自
分

と
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
、率
直
に
自

己
表
現
す
る
方
法
を
学
ぶ
　
▼
講
師
　

白
石�

明
子
氏
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
代
表
）　
▼
定

員
　
30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ
　
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

込
書
（
５
月
１
日
㈮
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、５
月
１
日
㈮
〜
30

日
㈯（
必
着
）に
同
セ
ン
タ
ー（
〒
８

７
０‒

０
０
２
１
　
府
内
町
一
丁
目

５‒

38
　
☎
５
７
４・
５
５
７
７
　

５
３
７・
３
６
６
６
　

danjok
yodo@

city.oita.oita.jp

）へ
。

南
大
分
体
育
館
い
き
い
き

健
康
講
座「
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

▼
日
時
　
６
月
30
日
、
７
月
７
日・14

日・28
日
、８
月
４
日・11
日・18
日・25

日（
火
曜
日・全
８
回
）　
午
後
３
時
〜

４
時
30
分
　
▼
対
象
　
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
は
除
く
）　
▼
場
所
　
南

大
分
体
育
館
　
▼
定
員
　
40
人
程
度

（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
受
講
料
　

２
、０
０
０
円（
ロ
ッ
カ
ー
代
20
円
、50

円
別
途
必
要
）　
▼
持
参
品
　
運
動

の
で
き
る
服
装・室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、ス
ト
レ
ッ
チ
用
の
マ
ッ
ト

▼
申
込
み・問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ・健
康

教
育
課（
第
２
庁
舎
４
階
）ま
た
は
南
大

分
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
で
、６
月
５
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
同
館
（
〒
８
７
０‒

０
８
５
５
　

大
字
豊
饒
３
８
０
　
☎
５
４
６・７
０
１

０
　
５
４
６・７
０
１
１
）へ
。

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
ろ
う
！

毛
布
収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
と
っ
て
貴
重

な
毛
布
を
送
る
活
動
で
す
。海
外
輸
送

協
力
金
１
、０
０
０
円
と
合
わ
せ
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
▼
期
限
　

５
月
31
日
㈰
ま
で
　
▼
問
合
せ
　
明

る
い
社
会
づ
く
り
運
動　
大
分
地
区

協
議
会（
☎
５
４
４・８
７
４
４
）

大
分
川
の
ん
び
り
カ
ヌ
ー
教
室

▼
日
時
　
５
月
17
日
、６
月
14
日
、７

月
12
日
、８
月
９
日
、９
月
６
日（
日
曜

日・
全
５
回
）　
午
後
４
時
〜
６
時
　

▼
場
所
　
舞
鶴
橋
下
流「
ハ
ウ
ス
大
分

川
」
前
　
▼
対
象
　
高
校
生
〜
70
代
　

▼
定
員
　
15
人
程
度
　
▼
受
講
料
　

１
万
２
、０
０
０
円（
保
険
代
を
含
む
）　

▼
申
込
み・問
合
せ
　
電
話
で
、
５
月

15
日
㈮
ま
で
に
市
カ
ヌ
ー
協
会
事
務

局
　
藤
原（
☎
５
４
５・７
６
６
２
）へ
。

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
受
講
生
募
集

▼
日
時
　
６
月
26
日
㈮
〜
10
月
23
日

㈮
　
平
日
の
午
前
９
時
20
分
〜
午
後

３
時
45
分
　
▼
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
求
職
申
込
み
を
し
た
人
（
ほ
か

に
も
条
件
が
あ
る
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）　
▼
受
講
料
　
無

料（
テ
キ
ス
ト
代
４
、０
０
０
円
程
度

は
自
己
負
担
）　
▼
受
付
期
限
　
６
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　わたしは、結婚式場に勤めていまし
たが、もっと結婚する２人の気持ちに
寄り添った式をプロデュースしたい
と思い、ウエディングプランナーとし
て平成25年に創業しました。実際に創
業してみると、経営や法律のことなど
分からないことが多く、一人で不安を
抱えていました。
　26年12月から創業支援ルームに入
居し、知的財産相談員などにアドバイ
スをもらい、交流会ではさまざまな業
種の人から経営に必要なノウハウを学ぶなど、ここでたく
さんの知識と元気をもらっています。
　今後は、ここでの経験を生かしながら、事業を軌道に乗せて、
産業活性化プラザを巣立っていけるよう頑張っていきます。

市
報
お
お
い
た
　
５
月
１
日
号
（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
８
７
０
―
８
５
０
４
　
荷
揚
町
２
番
31
号

【
代
表
】☎
５
３
４・６
１
１
１

【
夜
間・休
日
】☎
５
３
４・６
１
１
９

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.oita.oita.jp/

■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

（ホルトホール大分２階）大分市産業活性化プラザ

　年間を通して創業や企業経営などをテーマとした、
さまざまな講座や交流会などを開催しています。

　創業しようとする人や創業して間もない人に、事務
所などに利用できる部屋を貸し出しています。

利用時間 ▼午前９時～午後10時
休 館 日 ▼ �第２・４月曜日(祝日の場合は翌日以降の平日)、

年末年始(12月28日～１月３日)
場　　所 ▼ �ホルトホール大分２階（金池南一丁目５-１）

※�セミナー・交流会の参加者を募集しています。詳しくは、14ページ
をご覧ください。

※�５月15日㈮から入居者を募集する予定です。詳しくは、市報５月15
日号でお知らせします。

　これから創業しようとする人や中小企業者の新たな事業活
動などをサポートする、「産業活性化プラザ」。
　各種専門家による創業・経営・技術相談や仕事に役立つ講
座・交流会を開催しています。また、事務所などに利用でき
る創業支援ルームの貸し出しを行っています。
　創業やビジネス拡大、業種の枠を超えた人脈づくりなどに、
ぜひご利用ください。

  セミナー・交流会

  創業支援ルームの貸し出し

創業支援ルーム入居者
姫野　有美さん

大分市テレビ広報番組

毎週水曜日　OBS大分放送
午後６時55分～７時

番組案内

５月６日㈬ 大分のアートが“ ”
５月13日㈬ 地域のまつりが“ ”Vol.1
※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケーブルテレビ局でも放送しています。
OCT大分ケーブルテレコム　日・月・火・水
OCN大分ケーブルネットワーク　日・月・火・水
EOS東大分システム　火・水・木・金
※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

大分市産業活性化プラザお問い合わせ　産業活性化プラザ　☎576-8879

多くの人に支えられ、チャレンジできる

　創業者や中小企業者が抱える経営改善・技術開発な
どさまざまな課題に対して、専門的な知識や経験を有
する専門家が相談に応じます。

■支援内容
・創業、新規事業、経営、財務などの相談
・人材、技術の課題などに関する助言　など

■相談員
インキュベーションマネージャー（創業支援の専門
家）、技術相談員、中小企業診断士、知的財産相談員
※�相談日時は、日によって異なります。事前に電話または産業活性化
プラザのホームページでご確認ください。

  創業・経営・技術相談

ビジネスに関する相談
まずは、産業活性化プラザへ！
　産業活性化プラザは、県産業創造機構や県産業科
学技術センターなど他の専門機関と連携して支援を
行っています。
　どこに相談したらよいか分からない場合も、気軽に
ご利用ください。相談内容によっては、他の機関を紹
介します。

無 料


